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全国病院経営管理学会

診療放射線業務委員会委員

清水 賢均（慈生会 野村病院）

「資格評価・支援の現状」
アンケート報告

『胃X線検査』
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アンケート内容
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胃がん検診技術B資格と胃がん読影部門B資格

１．取得

取得済み、取得予定、予定なし

２．取得支援

全ての必要経費、一部の経費範囲、経費支援なし、更新時支援あり

更新時支援なし、再試験支援あり、再試験支援なし

３．評価

給与反映、賞与反映、昇格反映、職責上評価、反映なし

支給額
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対象資格
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・胃がん検診技術B資格 ≒ 胃がん検診専門技師

（NPO 日本消化器がん検診 （日本消化器がん検診学会）

精度管理評価機構）

・胃がん読影部門B資格

（NPO 日本消化器がん検診精度管理評価機構）

平成28年度 診療放射線業務委員会報告会



資格補足１
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胃がん検診技術B資格と胃がん検診専門技師はほぼ同等の資格

→胃がん検診技術B資格は検定（試験）合格と資格審査が必要であり

NPO日本消化器がん検診精度管理評価機構が運営で在籍期間の縛り

は無い

・5年毎の更新→単位（学会参加等）と更新検定（試験）

→胃がん検診専門技師は日本消化器がん検診学会（本会、地方会）

に在籍3年以上且つ胃がん検診技術B検定合格（資格は不必要）を

有するもののみ資格審査の申請可能

・5年毎の更新→単位（学会参加等）更新手続き
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資格補足２
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胃がん検診技術B検定

胃がん検診
専門技師

胃がん検診
技術B資格

日本消化器がん検診学会
NPO日本消化器がん検診

精度管理評価機構
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アンケート結果
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集計数
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82施設

業態種別 病床数

一般, 68

療養・回

復期, 8
その他, 6

100床未

満, 10 100～
200床未

満, 18

200～
500床未

満, 34

500床以

上, 20
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取得数
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82施設中

胃がん技術部門Ｂ資格 胃がん読影部門Ｂ資格

取得済

み, 30

取得予

定, 21

予定な

し, 26

未回答, 5

取得済

み, 23

取得予

定, 23

予定な

し, 30

未回答, 6
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取得支援
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胃がん検診技術B資格費用の支援 胃がん検診読影B資格費用の支援
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評価
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結果と考察
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認定取得数においては胃がん検診技術B資格、胃がん検診読影B
資格共に約3割の施設で取得していた。取得予定を併せると共に約6
割にのぼり両資格への関心は高いと考えられた。

資格取得支援では新規、更新時の支援はあるものの再試験時は無

いところが多かった。

評価に関しては、昇格昇進や昇給の基準より技量評価や責任者

として配置などの判断材料になっていた。

総じて関心の高い資格ではあるが給料には直接反映されにくいと

言う結果であった。これは資格が診療報酬加算に結びつかないこと

が最大の要因であると考えられる。
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